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)表５　製図　製図例10平歯車を製図し、図面を読む　の教師用ルーブリック　例
	　　　
学習のねらい・目標
	・課題４７の平歯車を第三角法で正しく製図し、図面を読むことができる。
・図面内に記入されているいろいろな指示についてグループで考え、理解を深めることができる。
　　表題欄と部品欄からわかることを考え、理解を深めることができる。
　　指示された寸法からわかることを考え、理解を深めることができる。
　　表面性状と幾何公差からわかることを考え、理解を深めることができる。
要目表からわかることを考え、理解を深めることができる。　　

	学習評価
の観点
	評価基準

評価規準
	目　　標
	A
すぐれている
	B
よ　い
	C
ふつう
	Ｄ
もう少し
	評価
理由

	知識

技術
	製図に関する事象について、基本的な概念や基礎的な知識を理解し、読図・作図の技能を身につけている。
	・第三角法による平歯車の投影図のかき方を理解し、正しく製図することができる。
・図面内に記入されているいろいろな指示について理解して、正しく製図し、図面を読むことができる。
	・第三角法による平歯車の投影図のかき方を習得し、文字・線がきれいで、図面がたいへん読みやすい。
・図面内に記入されているいろいろな指示についてよく理解し、正しく製図できる。図面を正しく読むことができる。
	・第三角法による平歯車の投影図のかき方を習得し、
文字・線がきれいで、図面が読みやすい。
・図面内に記入されているいろいろな指示について理解し、正しく製図できる。
図面を正しく読むことができる。
	・第三角法による平歯車の投影図のかき方をおおむね習得し、製図することができる。
・図面内に記入されているいろいろな指示についておおむね理解し、製図することができる。図面を読むことができる。
	・第三角法による平歯車の投影図はかけるが、線の太さの区別がなく、文字が不ぞろいで、図面が読みにくい。
・図面内に記入されているいろいろな指示について、よく理解できない。
	

	思考

判断

表現
	製図に関する事象について、論理的に考えたり、分析したりして、総合的に判断できる。また、その過程や結果および考え方を的確に表現できる。
	・平歯車の投影図のかき方を論理的に考え、説明できる。
・図面内に記入されているいろいろな指示について、これまでの学習を振り返り、グループで考え、説明できる。
	・平歯車の投影図のかき方を論理的に考え、的確に説明できる。
・図面内に記入されているいろいろな指示について、これまでの学習を振り返り、グループで考え、的確に発表・説明できる。
	・平歯車の投影法のかき方を論理的に考え、説明できる。
・図面内に記入されているいろいろな指示について、これまでの学習を振り返り、グループで考え、よく説明できる。
	・平歯車の投影法のかき方を考え、説明できる。
・図面内に記入されているいろいろな指示について、これまでの学習を振り返り、グループで考え、おおむね説明できる。
	・平歯車の投影法のかき方をよく説明できない。
・図面内に記入されているいろいろな指示についての理解がじゅうぶんでなく、説明できない。
	

	主体的に
学習に取り組む態度
	製図に関する事象について関心をもち、主体的・協働的に取り組む態度を身につけようとする。
	・平歯車の製図について関心をもち、図面内に記入されているいろいろな指示について、自主的に学習する態度がみられる。
	・平歯車の製図について関心をもち、図面内に記入されているいろいろな指示について、疑問点を発問するなど、積極的・自主的に学習する態度がみられる。
	・平歯車の製図について関心をもち、図面内に記入されているいろいろな指示について、これまでの学習を振り返り、自主的に学習する態度がみられる。
	・平歯車の製図について関心をもち、図面内に記入されているいろいろな指示について、自主的に学習しようとしている。
	・平歯車の製図がよくかけず、自主的に学習する姿勢が弱い。

	

	指導を振り返って
	





